
』声の閃緑勘lっほ乳lの物日亀、界軍国

q（中）等ビ基と御庄のrママの金Jメjガー

勺ぐF）締之等青野・鞄

竺塑無料法律・生酒相談会
■　■■　■　曽　一　一　一■　－　■■　－　■■　一　一　一　■■　●　■　一　■■　■　■

♪9日2号臼絹）紺．g：か2時〉日秀美厚鮒辞頼好

一高炉狩事拷祈皿田弁饅士、無味市乳細堀い

苫乳ご珊下ざい（89CH方形一郎甘、米田）

ギ専斥対
九弄守肌、の声

ァ引ノ日付朝醐・金野飯Jり

調画　無職　音詩晃さん（81）＝
同市　東京の家が空襲で焼けました。

政府は国際環境が厳しいという。でも
封疎抜を破壊し、法案を強引に理解させ

ようとするのはどうか。目は少し不日

由になったが、今後もデモや集会に加わります。
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